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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和２年度第１回谷浜・桑取区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

（１）会長・副会長の選任について（公開） 

（２）地域協議会の運営等について（公開） 

・座席順 

・会議の招集請求に必要な委員の数 

・会議録の確認者 

・会議の開催日時 

・会議の会場について 

    ・地域協議会だよりの編集方法等について 

    ・書面による審議について 

（３）令和２年度地域活動支援事業について（公開） 

       ・採択方針や審査スケジュール等について 

       ・令和２年度地域活動支援事業提案事業について 

（４）その他（公開） 

・委員証について 

・名刺の作成希望調査 

・地域協議会だよりの原稿依頼 

３ 開催日時 

令和２年５月１９日（火）午後６時３０分から午後８時１７分 

４ 開催場所 

上越市立谷浜・桑取地区公民館 

５ 傍聴人の数 

１人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 
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・委 員： 安達麻美，金森幸雄、齊藤德夫、佐藤寿美子、佐藤峰生、田村 隆、

坪田 剛，荷屋和夫、平野コトミ、水嶌豊秋、横田正美（欠席１名） 

・事務局： 北部まちづくりセンター：中村センター長、小池係長、 

霜越会計年度任用職員 

８ 発言の内容 

【小池係長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

任命書の交付にあたり、市長から委員の皆様へメッセージがあるので、中村センター

長より代読する。 

【中村センター長】 

 ・市長からのメッセージを代読 

【小池係長】 

  議長の選任までの間、事務局が進行役を務めることを了承願う。 

本日は初顔合わせとなるため、各委員より挨拶をお願いする。 

【安達委員】 

  子どもが中学校を３月に卒業してＰＴＡ役員も終えた。今度は地域の側に立ち、この

地域をより良くしていく協力ができたらと思い参加させていただいた。よろしくお願い

したい。 

【金森委員】 

  昨年から町内会長を仰せつかっている。それまでは地元にいなかったため、地域の皆

さんとは縁が薄くなってしまったように思っている。 

  先ほど市長からのメッセージを代読していただいたが、その中に「豊富な知識や経験

を存分に活かして頑張っていただきたい」と書いてあった。私は知識等を持ち合わせて

おらず、何もできないが皆さんからご指導いただきながら力になっていければと思って

いる。 

【齊藤委員】 

  年齢から言うと７０歳近くになるが、私も１０年ほど地域活動から離れており、転勤

族でいろいろ所を転々としていたが、これから地域に少しでも溶け込んで、皆さんの力
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に多少でもなれればと思っているので、よろしくお願いしたい。 

【佐藤寿美子委員】 

２期目である。まだ知らないことばかりで皆さんの力になれるように努めたいとは思

っているが、なかなか自分ではうまくいかないような気がしている。地域の皆様の役に

立てればと思っているので、また４年間よろしくお願いしたい。 

【佐藤峰生委員】 

２期目である。前期をされた方々はご存じだと思うが、この場では忌憚のない意見を

述べさせていただいており、うるさい奴だというふうに思われていると思っている。 

前期の４年間の中で地域のために役に立てなかった部分もあったかと思うので、足り

なかった分、力を発揮できればと思っている。よろしくお願いしたい。 

【田村委員】 

今回推薦を受けて初めて参加させていただいた。勤めも落ち着いてきたため、地域の

勉強も少ししたいと考えていたところである。多くの先輩や顔見知りの人もいらっしゃ

るので心強いと思っている。今後ともよろしくお願いしたい。 

【坪田委員】 

私は前期の４年間を終え、任命当初は今と同じような中で、新人でありながら、立派

のことも言えず、協議会を進めていく中で皆さんと一緒に勉強をして、そしてまた地域

のことに取り組んでいこうというところだが、今回３期目で、また同じような形になっ

た。４年という長い期間、どのようにやっていくのかと疑心暗鬼の中で委員をやってい

たが、本当に月日の流れるのが早く、あっという間の４年であった。正直言って、これ

まで何をしてきて、何が成されてきたのかを振り返ってみると、果たして何をやってき

たのかとなるが、いずれにしても前期の４年間を経験させていただき、皆さんの意見が

一致しないと会議が進まないのではないかと思っている。会議内で皆さんの意見が一致

したら協議が終了するというのが今までの経験だったのかなと思っている。そして、地

域活動支援事業の提案が４件出ているが、採択審議で皆さんが一致するかどうかは分か

らないが、協議をして煮詰めていく中で、一致点を見つけ、それをどのようにするかと

いう部分なのかなと思っている。 

最初に生意気なことを言って申し訳ないが、いずれにしても、私も３期目だが何も分

からない。また４年間新たによろしくお願いしたい。 

【荷屋委員】 
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長く委員をやってれば良いというものではないが、委員の中に何名かの町内会長がい

るので、今後そういう方々を中心に協議会の中身を今まで以上に良くできるよう取り組

んでいき、鮮明にしながら行っていきたいと思っている。 

【平野委員】 

右も左もよく分からず、何を行っている会なのかも分かっていないが、一所懸命取り

組んでいきたいと思っている。 

【水嶌委員】 

地域の要望があり引き受けたが、引き受けた以上はこの地域がより良い地域になるよ

うに皆さんと協議していきたいと思っている。 

【横田委員】 

今回３期目である。今現在、仕事をしており、欠席することも多いかと思うが、地域

活動支援事業の審査事項に関してはなるべく出席するよう頑張っている。桑取も人が少

なくなっており、私が住んでいる北谷も７軒しかなく、毎年のように町内会長をやって

いるが、任期が終われば農家組合長等にも就くため、あまり出席できないかもしれない

が、なるべく地域の皆さんの要望を取り上げるような形で進めていきたいと思っている。 

【小池係長】 

次に事務局から自己紹介させていただく。 

・センター職員挨拶 

次に地域協議会の説明をさせていただく。 

【中村センター長】 

・地域自治区制度、地域協議会の役割や活動等の概要について説明 

【小池係長】 

続いて資料№１「第１回地域協議会の審議事項（谷浜・桑取区）」について説明させて

いただく。 

会長及び副会長の選任については、上越市地域自治区の設置に関する条例第６条の規

定により、委員のうちから選任をすることとなっている。 

選任方法について、前回は委員の推薦で選出し、挙手により決定した。 

  会長の役割としては、会議日程の決定、事前打ち合わせ、会議での議事進行や意見集

約、そして会長会議などの他の協議会との打ち合わせなどもある。 

  委員へ会長の推薦、立候補についての発言を求める。 
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【田村委員】 

  今まで何期か委員をしていただいている方々から会長になっていただくのはどうか。

また、「谷浜・桑取区地域協議会」なので、谷浜地区から１名、桑取地区から１名選出し

ていただきたい。 

【横田委員】 

両地区から会長と副会長を選任してほしいということだが、今回選任された人数のバ

ランスから考えると、桑取地区は２人しかいない。先ほどの自己紹介でもお話させてい

ただいたが、私も仕事をしており、出席することが難しい場合もある。そのため、個人

的にはお断りしたい。委員の皆さんはとても優秀な方々ばかりなので、その中で協議し

てもらいたい。ただ会長ということであれば、町内会長の経験もあり、幅広く活動され

ている坪田委員が良いのではと思っている。 

【荷屋委員】 

やはり町内会長をされている方々を中心に協議を行ってもらいたいと思っている。そ

のため、私は坪田委員と金森委員にお願いしたい。他の皆さんからも協力してもらいな

がら進められれば今後の４年間、うまく進むと思っている。 

【佐藤峰生委員】 

私も坪田委員と金森委員を推薦したい。 

【金森委員】 

皆さんから声を出していただいているが、正直驚いている。 

私は昨年から町内会長を仰せつかっているが、他にもいろいろな役をやっており毎日

慌ただしく動いている。これ以上役を増やすのは厳しい。そのため会長はお断りさせて

いただきたい。 

まず会長を選任していただき、会長から指名していただいても良いのではないか。 

【小池係長】 

名前が出ている坪田委員はどうか。 

【坪田委員】 

ここに出席している方々は、いろいろな役を仰せつかっていると思う。名前を出して

いただいて非常に光栄で、ありがたいことだが、断れるなら断りたいという気持ちであ

る。だが、皆さんが断ってしまうと果たして誰がやるのかということになる。 

私も、いろいろ役を仰せつかっているが、うまく引っ張っていける自信がない中で今
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も町内会長連絡協議会の会長をさせていただいている。ただ、みんなが一人ひとり断り

の理由ばかり言っていたのでは地域協議会も成り立たないし、やはり一つの案について、

最終的には一つのものにして、そして提案を吟味しながら解決するという方向付けをす

ることが会長の一つの役目だと思っている。ただ私が一つ心配しているのは、仮にお引

き受けしても全区の地域協議会会長が集まる会長会議に出席するということである。そ

こに関しては重荷である。ただ、皆さんから推薦していただいているので、お引き受け

したいと思っている。そして副会長については金森委員から谷浜・桑取地域連絡協議会

の副会長をしていただている。一緒に会議を行っていて気持ちよく気楽に会を進められ

ているので、できれば一緒に二人三脚で地域協議会を進めていければと思っている。 

【小池係長】 

  挙手により坪田委員を会長として選任することで委員の了承を得る。今後の議事進行

は会長にお願いする。 

― 打ち合わせのため、一時休憩 ― 

  坪田会長に挨拶を求める。 

【坪田会長】 

会長を拝命された坪田である。 

今まで委員を経験してきたが、何をしてきたのかと問われると、果たして疑問符が頭

の上につくところだが、皆さんのお力を借りながら、いろいろ忌憚のない意見を出して

いただき、気楽の中で会議を進めさせていただきたいと思っている。 

引き続き副会長の選任を行う。 

私個人としては、金森委員にお願いしたいと思っている。金森委員もある程度、私の

性格を知っているというところもあるので、是非お引き受けいただきたいと思っている

が、いかがか。 

【金森委員】 

  会長がおっしゃるならお引き受けしたいと思う。 

【坪田会長】 

副会長を金森委員とすることで委員から了承を得る。 

では、金森副会長より一言お願いする。 

【金森副会長】 

私もゼロからの出発である。委員の皆さんのから見れば、何をやっているのかという
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事態もあるかもしれないが、皆さんからいろいろお聞きし、ご協力をいただきながら会

長のお手伝いをしていきたいと思う。よろしくお願いしたい。 

【坪田会長】 

次に、議題（２）地域協議会の運営について事務局に説明を求める。 

【小池係長】 

 ・資料№１「第１回地域協議会の審議事項（谷浜・桑取区）」に基づき説明 

【坪田会長】 

では審議事項を資料に基づき順に決定していきたいと思う。 

 ○会議の座席順：名簿順 

 ○会議の招集請求に必要な委員の数：３名以上（１／４以上） 

 ○会議録の確認者：出席者１名（名簿順） 

 今回の会議録確認者：安達委員に依頼 

 ○会議の開催日：会長と相談し開催日を決定 

 ○会議の開催時間：午後６時３０分～ 

 ○会議の会場：谷浜・桑取地区公民館 大会議室 

 ○地域協議会だよりの編集方法：事務局が編集し原稿を作成 

 ○書面による審議： 

・実施の条件：資料№１の事務局案のとおり決定 

・実施の判断：正副会長の協議により、会長が決定 

・表決：意見集約の結果及び答申案をもとに、正副会長の協議により会長が決定 

  次に（３）令和２年度地域活動支援事業について、事務局へ説明を求める。 

【小池係長】 

 ・資料№２「上越市地域活動支援事業 令和２年度実施分 募集要項 谷浜・桑取区版」 

  資料№３「令和２年度 谷浜・桑取区地域活動支援事業 審査スケジュール（案）」 

  資料№４「令和２年度 谷浜・桑取区地域活動支援事業提案書受付一覧」 

  に基づき説明 

  本日は資料№３の審査スケジュールについてお決めいただきたい。 

【坪田会長】 

  では、今後の審査スケジュールについて協議したいと思うが、いかがか。 

【佐藤峰雄委員】 
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  新しく委員になられた方々もいて丁寧に進めていきたいと思うが、新型コロナウイル

ス感染も懸念されるため資料№３の「案②」でいきたいと思っている。 

【坪田会長】 

確かに新しく委員になられた方々には全く分からないかもしれない。本来であれば、

資料の「案①」で進めていたのだが、佐藤峰雄委員がおっしゃるとおりでよろしいと思

うが、他の皆さんはいかがか。 

  （異議なし） 

 ・次回の協議会を６月２日（火）午後６時３０分から行うことで委員から了承を得る 

  次に「その他」について事務局へ説明を求める。 

【小池係長】 

・委員証についての説明 

・名刺の作成について説明 

・地域協議会だよりに掲載する原稿について依頼 

【坪田会長】 

 ・他に意見を求めるがなし 

  初めての会長で進行がうまく進められなかった点がある。申し訳ない。 

  何か分からないことがあれば何でも結構なので事務局へ相談していただければと思っ

ている。 

  今年度の地域活動支援事業についても、次回以降の会議でより良い意見を出し合えれ

ばありがたい。 

【金森副会長】 

今後も会長を中心として一塊になり、一枚岩で一つ進んでいきたいと考えている。遅

くても良いから、しっかりと足跡を残してしていきたいと思うので、よろしくお願いし

たい。 

【坪田会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 北部まちづくりセンター 

    TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

mailto:hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp
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１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


